
(57)【要約】

【課題】流体溜まり問題を解消することができて流体の

高純度化の障害を取り除くことができ、また異常な流体

の圧力や内圧以外の機械的な異常な引抜き力が加わった

場合においてもチューブ部材の抜止め機能を十分に発揮

できて安全性を確保でき、更にチューブ部材の融着作業

の簡易化を図れる融着型の樹脂製管継手構造を提供する

。

【解決手段】継手本体２０の貫通路２３に挿通される樹

脂製のチューブ部材２１の一端部２１ａの外周に、ユニ

オンナット２２の受口部２４の雄ねじ２６への締付け作

用を受けて入口側シール部２５に密着状に当接する膨出

部３１と、内奥側シール部２７に密着状に当接する嵌合

凸部３２とを有する環状シール部３０を一体に樹脂成形

する。チューブ部材２１の他端部２１ｂは、他の樹脂製

チューブ部材３８の端部と突き合せ融着する融着部とす

る。

【選択図】図１

JP 2005-291500 A 2005.10.20



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 貫 通 路 を 有 し 、 こ の 貫 通 路 の 一 端 に 受 口 部 を 設 け た 継 手 本 体 と 、 前 記 継 手 本 体 の 貫 通 路
に 挿 通 さ れ る 樹 脂 製 の チ ュ ー ブ 部 材 と 、 前 記 チ ュ ー ブ 部 材 の 外 周 に 遊 嵌 さ れ 、 前 記 受 口 部
の 外 周 の 雄 ね じ に 螺 合 さ れ る 雌 ね じ を 有 し 、 か つ 一 端 部 に 内 向 き に 張 り 出 し た 環 状 の 内 向
き 鍔 部 を 有 す る ユ ニ オ ン ナ ッ ト と 、 を 備 え て い る 樹 脂 製 管 継 手 構 造 に お い て 、
　 前 記 受 口 部 の 開 口 端 内 周 に 、 受 口 部 外 方 に 向 け て 漸 次 拡 径 し た テ ー パ 状 の 入 口 側 シ ー ル
部 を 、 受 口 部 の 前 記 入 口 側 シ ー ル 部 よ り 内 奥 に 少 な く と も 1つ の 内 奥 側 シ ー ル 部 を そ れ ぞ
れ 設 け て お り 、
　 前 記 チ ュ ー ブ 部 材 の 一 端 部 の 外 周 に 、 前 記 ユ ニ オ ン ナ ッ ト の 前 記 受 口 部 の 雄 ね じ へ の 締
付 け に よ り 前 記 内 向 き 鍔 部 に よ る 押 圧 作 用 を 受 け て 前 記 入 口 側 シ ー ル 部 に 密 着 状 に 当 接 す
る 膨 出 部 と 、 前 記 内 奥 側 シ ー ル 部 に 密 着 状 に 当 接 す る 嵌 合 凸 部 と を 有 す る 環 状 シ ー ル 部 が
一 体 加 工 さ れ て お り 、
　 前 記 チ ュ ー ブ 部 材 の 前 記 受 口 部 よ り 外 方 へ 突 出 す る 他 端 部 は 、 他 の 樹 脂 製 チ ュ ー ブ 部 材
の 端 部 と 突 き 合 せ 融 着 す る 融 着 部 と し て い る こ と を 特 徴 と す る 、 融 着 型 の 樹 脂 製 管 継 手 構
造 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 環 状 シ ー ル 部 と 前 記 チ ュ ー ブ 部 材 が 一 体 に 樹 脂 成 形 さ れ て い る 、 請 求 項 １ 記 載 の 融
着 型 の 樹 脂 製 管 継 手 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 環 状 シ ー ル 部 が 切 削 加 工 に よ っ て 前 記 チ ュ ー ブ 部 材 に 一 体 加 工 さ れ て い る 、 請 求 項
１ 記 載 の 融 着 型 の 樹 脂 製 管 継 手 構 造 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 環 状 シ ー ル 部 が 前 記 チ ュ ー ブ 部 材 に 溶 接 す る こ と で 一 体 加 工 さ れ て い る 、 請 求 項 １
記 載 の 融 着 型 の 樹 脂 製 管 継 手 構 造 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 膨 出 部 の 外 端 面 は 垂 直 に 形 成 し 、 こ の 膨 出 部 の 垂 直 な 外 端 面 と 、 こ の 外 端 面 か ら 軸
方 向 外 方 へ 延 び る チ ュ ー ブ 部 材 の 他 端 部 の 外 面 と が 交 わ る 入 り 隅 部 に 、 チ ュ ー ブ 部 材 の 他
端 部 の 外 径 よ り 大 き く 、 前 記 膨 出 部 の 外 径 よ り 小 さ い 外 径 の 厚 肉 部 を 付 け て い る 、 請 求 項
１ な い し ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 融 着 型 の 樹 脂 製 管 継 手 構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 融 着 型 の 樹 脂 製 管 継 手 構 造 に 係 り 、 よ り 詳 し く は 半 導 体 製 造 や 医 療 ・ 医 薬 品
製 造 、 食 品 加 工 、 化 学 工 業 等 の 製 造 工 程 で 取 り 扱 わ れ る 高 純 度 液 や 超 純 水 の 配 管 や 流 体 制
御 機 器 等 に 好 適 に 使 用 さ れ る 樹 脂 製 管 継 手 構 造 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 こ の 種 の 樹 脂 製 管 継 手 構 造 と し て 、 た と え ば 、 図 ３ や 図 ４ に 示 す よ う な 形 態 の も の （ 以
下 、 「 第 １ 従 来 例 」 と い う 。 ） が 知 ら れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。 そ の 樹 脂 製
管 継 手 構 造 は 、 半 導 体 の 製 造 装 置 等 に 使 用 さ れ る ク リ ー ン ガ ス の 供 給 路 １ に お い て フ ィ ル
タ ２ と そ の 二 次 側 配 管 ３ と を 連 結 す る も の で あ る 。 す な わ ち 、 フ ィ ル タ ２ の 二 次 側 出 口 部
４ に 二 次 側 配 管 ３ の 管 端 部 ５ を 差 し 込 ん だ う え 、 二 次 側 出 口 部 ４ の 口 部 ４ ａ の 先 端 側 に 固
着 さ れ た 継 手 リ ン グ ６ に 螺 合 さ せ た ユ ニ オ ン ナ ッ ト ７ を 締 め 付 け て 、 継 手 リ ン グ ６ の 先 端
テ ー パ 面 ８ に 衝 合 さ せ た 食 込 み リ ン グ ９ を 二 次 側 配 管 ３ の 外 周 面 に 圧 接 又 は 食 い 込 ま せ る
こ と に よ り 、 二 次 側 出 口 部 ４ と 二 次 側 配 管 ３ と を 食 込 み リ ン グ ９ に よ る シ ー ル 状 態 で 連 結
し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た 、 図 ５ に 示 す よ う な 流 体 制 御 機 器 （ 以 下 、 「 第 ２ 従 来 例 」 と い う 。 ） も 知 ら れ て い
る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ２ 参 照 。 ） そ の 流 体 制 御 機 器 は 、 制 御 機 器 本 体 １ ５ の 入 液 側 と 出 液
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側 に 樹 脂 製 接 続 口 １ ６ 、 １ ７ を 突 設 し 、 各 接 続 口 １ ６ 、 １ ７ に そ れ ぞ れ 流 路 構 成 用 の 樹 脂
製 チ ュ ー ブ １ ８ 、 １ ９ を 突 き 合 せ 状 態 に 融 着 （ 溶 着 ） Ｗ し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か る に 、 二 次 側 配 管 ３ と は 別 体 に 形 成 さ れ る 食 込 み リ ン グ ９ に よ り 二 次 側 出 口 部 ４ と
二 次 側 配 管 ３ と を シ ー ル 状 態 に 連 結 す る 第 １ 従 来 例 の 樹 脂 製 管 継 手 構 造 で は 、 ユ ニ オ ン ナ
ッ ト ７ を 締 め 付 け る こ と に よ り 食 込 み リ ン グ ９ を 二 次 側 配 管 ３ の 外 周 面 に 圧 接 又 は 食 い 込
ま せ る と は い う も の の 、 そ の ユ ニ オ ン ナ ッ ト ７ の 締 め 付 け に よ る 食 込 み リ ン グ ９ の 圧 接 又
は 食 い 込 み 度 合 い に は 限 界 が あ っ て 、 食 込 み リ ン グ ９ の 内 周 面 と 二 次 側 配 管 ３ の 外 周 面 と
の 間 に 僅 か な 隙 間 が 生 じ や す い 。 こ の た め 、 フ ィ ル タ ２ か ら 送 ら れ て く る 加 圧 ガ ス が 前 記
隙 間 に 侵 入 し て 抜 け に く く ガ ス 溜 ま り と な り 、 ガ ス の 高 純 度 化 を 阻 害 す る 。 ま た 、 こ の 樹
脂 製 管 継 手 構 造 が 液 体 供 給 配 管 等 に 使 用 さ れ る 場 合 は 、 前 記 隙 間 に 侵 入 し た 液 体 は 抜 け に
く く 液 溜 ま り と な り 、 液 の 高 純 度 化 を 阻 害 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 二 次 側 配 管 ３ は フ ィ ル タ ２ の 二 次 側 出 口 部 ４ か ら 抜 け 出 な い よ う に す る 必 要 が あ
り 、 こ の 抜 け 止 め は 食 込 み リ ン グ ９ の 二 次 側 配 管 ３ の 外 周 面 へ の 圧 接 又 は 食 い 込 み で も っ
て 行 わ れ る が 、 か か る 二 次 配 管 ３ の 抜 け 止 め 手 段 で は 使 用 条 件 に よ っ て は 充 分 で は な い 場
合 が あ る 。 す な わ ち 、 二 次 側 配 管 ３ に 加 わ る 通 常 使 用 の 流 体 圧 力 に 対 す る 引 抜 き 抵 抗 は 、
前 記 の 抜 け 止 め 手 段 で も 問 題 な い が 、 輸 送 さ れ る 流 体 の 温 度 が 通 常 の 使 用 温 度 を 越 え た り
、 流 体 の 圧 力 が 通 常 使 用 の 圧 力 を は る か に 越 え た り す る 厳 し い 使 用 条 件 下 で 異 常 な 流 体 の
圧 力 が 加 わ っ た 場 合 や 、 内 圧 以 外 の 機 械 的 な 引 抜 き 力 が 異 常 に 加 わ っ た 場 合 に お い て 、 と
く に 危 険 な 薬 品 を 輸 送 す る と き に 安 全 性 を 確 保 す る こ と が 非 常 に 重 要 な 課 題 で あ る 。 こ の
た め 、 こ の 樹 脂 製 管 継 手 の 使 用 条 件 （ 温 度 や 圧 力 ） を 制 限 す る 必 要 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 第 １ 従 来 例 の 樹 脂 製 管 継 手 構 造 に お い て は 二 次 側 配 管 ３ の 引 抜 き 抵 抗 は ユ ニ オ ン
ナ ッ ト ７ の 締 め 付 け に よ る 食 込 み リ ン グ ９ の 二 次 側 配 管 ３ の 外 周 面 へ の 圧 接 又 は 食 い 込 み
の み で も っ て な さ れ て い る が 、 こ れ で は 初 期 の 施 工 ミ ス や 経 時 変 化 に よ っ て ユ ニ オ ン ナ ッ
ト ７ の 締 付 力 が 弱 く な っ た 場 合 に 安 全 性 の 問 題 が 生 じ る 。 と く に 二 次 側 配 管 ３ が 耐 熱 、 耐
薬 品 性 に 優 れ る フ ッ 素 樹 脂 （ Ｐ Ｆ Ａ 等 ） か ら な る 場 合 摩 擦 係 数 が 小 さ く 滑 り 易 い た め 、 二
次 側 配 管 ３ の 強 い 引 抜 き に 対 す る 抵 抗 が 少 な く て 抜 け 出 す 恐 れ が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 図 ５ に 示 す 第 ２ 従 来 例 の 流 体 制 御 機 器 で は 、 制 御 機 器 本 体 １ ５ の 入 液 側 及 び 出 液 側 か ら
樹 脂 製 接 続 口 １ ６ 、 １ ７ が 一 体 に 突 設 し て い る の で 、 そ の 接 続 口 １ ６ 、 １ ７ に 樹 脂 製 チ ュ
ー ブ １ ８ 、 １ ９ を 融 着 す る に 際 し 融 着 機 を 用 い る に し て も 制 御 機 本 体 １ ５ が 嵩 張 っ て 融 着
作 業 の 邪 魔 に な る た め 融 着 作 業 が 行 い 難 い 。 ま た 、 樹 脂 製 接 続 口 １ ６ 、 １ ７ に は 、 そ れ と
同 一 径 の 樹 脂 製 チ ュ ー ブ １ ８ 、 １ ９ の 融 着 し か で き ず 、 異 径 の 樹 脂 製 チ ュ ー ブ の 融 着 は 不
可 能 で あ る と い う 不 利 不 便 が あ っ た 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － １ ４ １ １ ４ ３ 号 公 報 （ 図 １ 、 図 ３ ）
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － １ ５ ６ ０ ８ ７ 号 公 報 （ 図 １ 、 図 ２ ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 問 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で 、 そ の 目 的 と す る と こ ろ は
、 第 １ 従 来 例 の よ う な 二 次 側 配 管 等 を 構 成 す る チ ュ ー ブ 部 材 と 継 手 本 体 と の 間 の シ ー ル 構
造 及 び チ ュ ー ブ 部 材 の 抜 止 め 手 段 に 工 夫 を 凝 ら す こ と に よ り 、 前 記 ガ ス や 液 の 流 体 溜 ま り
問 題 を 解 消 す る こ と が で き て 流 体 の 高 純 度 化 の 障 害 を 取 り 除 く こ と が で き 、 ま た 異 常 な 流
体 圧 力 や 内 圧 以 外 の 機 械 的 な 異 常 な 引 抜 き 力 が 加 わ っ た 場 合 に お い て も チ ュ ー ブ 部 材 の 抜
止 め 機 能 を 十 分 に 発 揮 で き て 安 全 性 を 確 保 で き 、 使 用 条 件 に 制 約 が な く な り 、 あ ら ゆ る 条
件 で 使 用 で き る と と も に 設 計 の 自 由 度 が 増 す 融 着 型 の 樹 脂 製 管 継 手 構 造 を 提 供 す る こ と に
あ る 。 ま た 、 本 発 明 の 目 的 は 、 チ ュ ー ブ 部 材 の 融 着 作 業 の 簡 易 化 を 図 れ 、 ま た 異 径 チ ュ ー
ブ 部 材 の 融 着 を 可 能 に す る 融 着 型 の 樹 脂 製 管 継 手 構 造 を 提 供 す る こ と に あ る 。
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【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 融 着 型 の 樹 脂 製 管 継 手 構 造 は 、 貫 通 路 を 有 し 、 こ の 貫 通 路 の 一 端 に 受 口 部 を 設
け た 継 手 本 体 と 、 こ の 継 手 本 体 の 貫 通 路 に 挿 通 さ れ る 樹 脂 製 の チ ュ ー ブ 部 材 と 、 こ の チ ュ
ー ブ 部 材 の 外 周 に 遊 嵌 さ れ 、 前 記 受 口 部 の 外 周 の 雄 ね じ に 螺 合 さ れ る 雌 ね じ を 有 し 、 か つ
一 端 部 に 内 向 き に 張 り 出 し た 環 状 の 内 向 き 鍔 部 を 有 す る ユ ニ オ ン ナ ッ ト と 、 を 備 え て い る
樹 脂 製 管 継 手 構 造 に お い て 、 前 記 受 口 部 の 開 口 端 内 周 に 、 受 口 部 外 方 に 向 け て 漸 次 拡 径 し
た テ ー パ 状 の 入 口 側 シ ー ル 部 を 、 受 口 部 の 前 記 入 口 側 シ ー ル 部 よ り 内 奥 に 少 な く と も 1つ
の 内 奥 側 シ ー ル 部 を そ れ ぞ れ 設 け て お り 、 前 記 チ ュ ー ブ 部 材 の 一 端 部 の 外 周 に 、 前 記 ユ ニ
オ ン ナ ッ ト の 前 記 受 口 部 の 雄 ね じ へ の 締 付 け に よ り 前 記 内 向 き 鍔 部 に よ る 押 圧 作 用 を 受 け
て 前 記 入 口 側 シ ー ル 部 に 密 着 状 に 当 接 す る 膨 出 部 と 、 前 記 内 奥 側 シ ー ル 部 に 密 着 状 に 当 接
す る 嵌 合 凸 部 と を 有 す る 環 状 シ ー ル 部 が 一 体 加 工 さ れ て お り 、 前 記 チ ュ ー ブ 部 材 の 前 記 受
口 部 よ り 外 方 へ 突 出 す る 他 端 部 は 、 他 の 樹 脂 製 チ ュ ー ブ 部 材 の 端 部 と 突 き 合 せ 融 着 す る 融
着 部 と し て い る こ と に 特 徴 を 有 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ の 場 合 に お い て 、 前 記 環 状 シ ー ル 部 と 前 記 チ ュ ー ブ 部 材 は 一 体 に 樹 脂 成 形 す る こ と が
で き る 。 ま た 、 前 記 環 状 シ ー ル 部 は 切 削 加 工 に よ っ て 前 記 チ ュ ー ブ 部 材 に 一 体 加 工 す る こ
と も で き る 。 ま た 前 記 環 状 シ ー ル 部 は 前 記 チ ュ ー ブ 部 材 に 溶 接 す る こ と で 一 体 加 工 す る こ
と も で き る 。
　 ま た 、 前 記 膨 出 部 の 外 端 面 は 垂 直 に 形 成 し 、 こ の 膨 出 部 の 垂 直 な 外 端 面 と 、 こ の 外 端 面
か ら 軸 方 向 外 方 へ 延 び る チ ュ ー ブ 部 材 の 他 端 部 の 外 面 と が 交 わ る 入 り 隅 部 に 、 チ ュ ー ブ 部
材 の 他 端 部 の 外 径 よ り 大 き く 、 前 記 膨 出 部 の 外 径 よ り 小 さ い 外 径 の 厚 肉 部 を 付 け て 、 チ ュ
ー ブ 部 材 を 前 記 入 り 隅 部 を 屈 曲 点 と し て 折 れ 曲 が り 難 く す る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 前 記 構 成 の 融 着 型 の 樹 脂 製 管 継 手 構 造 に よ れ ば 、 ユ ニ オ ン ナ ッ ト を 締 め 付 け る こ と で 継
手 本 体 の 入 口 側 シ ー ル 部 に 密 着 状 に 当 接 す る 膨 出 部 と 、 内 奥 側 シ ー ル 部 に 密 着 状 に 当 接 す
る 嵌 合 凸 部 と を 有 す る 環 状 シ ー ル 部 が チ ュ ー ブ 部 材 の 外 周 一 部 に 一 体 加 工 さ れ て 、 チ ュ ー
ブ 部 材 の 外 周 と 環 状 シ ー ル 部 と の 間 に 隙 間 が 生 じ な い も の と し て い る 。 し た が っ て 、 前 述
し た 従 来 の 樹 脂 製 管 継 手 構 造 の ご と き 流 体 溜 ま り 問 題 は 無 く な り 流 体 の 高 純 度 化 の 障 害 を
取 り 除 く こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 異 常 な 流 体 の 圧 力 や 内 圧 以 外 の 機 械 的 な 異 常 な 引 抜 き 力 が チ ュ ー ブ 部 材 に 加 わ っ
た 場 合 に お い て も 、 ユ ニ オ ン ナ ッ ト の 内 向 き 鍔 部 に よ り 押 圧 さ れ て い る 環 状 シ ー ル 部 は チ
ュ ー ブ 部 材 に 一 体 加 工 さ れ て い る の で 引 抜 き 力 に 十 分 に 対 抗 す る こ と が で き 、 チ ュ ー ブ 部
材 の 引 抜 き 阻 止 力 が 高 め ら れ て 安 全 性 を 確 保 で き 、 使 用 条 件 （ 温 度 、 圧 力 ） に 制 約 が な く
な り 、 あ ら ゆ る 条 件 で 使 用 で き る と と も に 設 計 の 自 由 度 を 増 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 チ ュ ー ブ 部 材 と 継 手 本 体 と は 分 離 可 能 で あ り 、 こ の 分 離 状 態 下 で チ ュ ー ブ 部 材 の 他 端 部
の 融 着 部 に 他 の 樹 脂 製 チ ュ ー ブ 部 材 の 端 部 を 突 き 合 せ 融 着 す る こ と が で き る の で 、 そ の 融
着 に 際 し 融 着 機 を 使 用 す る 場 合 も 容 易 に 融 着 作 業 を 行 う こ と が で き る 。 ま た 、 チ ュ ー ブ 部
材 と は 異 径 の 他 の 樹 脂 製 チ ュ ー ブ 部 材 を 融 着 す る 場 合 は 、 チ ュ ー ブ 部 材 の 他 端 部 の 径 を 他
の 異 径 の 樹 脂 製 チ ュ ー ブ 部 材 の 径 と 同 径 に 形 成 し て お く こ と に よ り 可 能 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 を 図 面 に 基 づ き 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
〔 実 施 例 １ 〕
　 図 １ は 一 実 施 形 態 を 示 す も の で 、 こ の 実 施 形 態 で は 、 図 ４ に 示 す 従 来 例 の も の と 同 様 に
半 導 体 製 造 装 置 等 に 使 用 さ れ る ク リ ー ン ガ ス の 供 給 路 １ に お け る 樹 脂 製 管 継 手 構 造 に 適 用
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し た も の で あ り 、 上 流 側 部 分 を 構 成 す る フ ィ ル タ ２ と そ の 下 流 側 部 分 を 構 成 す る 二 次 側 配
管 ３ と を 連 結 す る 融 着 型 の 樹 脂 製 管 継 手 構 造 で あ る 。 フ ィ ル タ ２ そ れ 自 体 は 図 ３ に 示 す フ
ィ ル タ と 同 じ も の で 、 フ ィ ル タ ハ ウ ジ ン グ １ ０ 内 を 、 適 宜 の フ ィ ル タ 部 材 １ １ に よ り 、 図
示 し な い 一 次 側 配 管 か ら 使 用 目 的 に 応 じ た 加 圧 ガ ス （ 窒 素 、 空 気 、 不 活 性 ガ ス 等 ） が 流 入
す る 一 次 側 空 間 １ ２ と 、 フ ィ ル タ 部 材 １ １ を 通 過 し た 加 圧 ガ ス 、 つ ま り 清 浄 化 処 理 さ れ た
ク リ ー ン ガ ス が 流 出 す る 二 次 側 空 間 １ ３ と に 区 画 し て な る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 す な わ ち 、 こ の 実 施 形 態 に お け る 本 発 明 に 係 る 融 着 型 の 樹 脂 製 管 継 手 構 造 は 、 フ ィ ル タ
２ の 二 次 側 空 間 １ ３ に 連 通 す る 二 次 側 出 口 部 ４ の 先 端 側 に 一 体 に 形 成 さ れ る 継 手 本 体 ２ ０
と 、 二 次 側 配 管 ３ を 構 成 す る チ ュ ー ブ 部 材 ２ １ 、 及 び ユ ニ オ ン ナ ッ ト ２ ２ と を 備 え て な る
。 こ れ ら 継 手 本 体 ２ ０ 、 チ ュ ー ブ 部 材 ２ １ 及 び ユ ニ オ ン ナ ッ ト ２ ２ は 耐 熱 、 耐 薬 品 性 に 優
れ る フ ッ 素 樹 脂 （ 例 え ば 、 Ｐ Ｆ Ａ 、 Ｐ Ｔ Ｆ Ｅ 、 Ｐ Ｖ Ｄ Ｆ 等 ） 、 又 は そ の 他 の 樹 脂 に よ っ て
成 形 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 継 手 本 体 ２ ０ は 貫 通 路 ２ ３ を 有 し 、 こ の 貫 通 路 ２ ３ の 一 端 に 受 口 部 ２ ４ を 設 け 、 こ の 受
口 部 ２ ４ の 開 口 端 内 周 に 、 受 口 部 外 方 に 向 け て 漸 次 拡 径 し た テ ー パ 状 の 入 口 側 シ ー ル 部 ２
５ を 設 け る 。 受 口 部 ２ ４ の 外 周 に は 雄 ね じ ２ ６ が 形 成 さ れ る 。 受 口 部 ２ ４ の 入 口 側 シ ー ル
部 ２ ５ よ り 内 奥 に は 少 な く と も １ つ の 内 奥 側 シ ー ル 部 ２ ７ を 設 け る 。 図 示 例 で は 、 内 奥 側
シ ー ル 部 ２ ７ が 、 受 口 部 ２ ４ の 内 奥 部 に 受 口 部 方 向 に 向 け て 漸 次 縮 径 し た テ ー パ 面 ２ ７ ａ
を 外 周 側 に 有 す る 断 面 Ｖ 形 状 に 形 成 さ れ た 環 状 の 第 １ の 内 奥 側 シ ー ル 部 ２ ７ Ａ が 設 け ら れ
て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ユ ニ オ ン ナ ッ ト ２ ２ は こ れ の 内 周 に 継 手 本 体 ２ ０ の 雄 ね じ ２ ６ に 螺 合 さ れ る 雌 ね じ ２ ８
を 形 成 し 、 か つ 一 端 部 に 環 状 の 内 向 き 鍔 部 ２ ９ を 内 向 き に 張 り 出 し 形 成 し て い る 。 ま た 、
チ ュ ー ブ 部 材 ２ １ の 一 端 部 ２ １ ａ の 内 周 面 と 継 手 本 体 ２ ０ の 管 通 路 ２ ３ の 内 周 面 と が 面 一
と な る よ う に 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 チ ュ ー ブ 部 材 ２ １ は こ れ の 一 端 部 ２ １ ａ の 外 周 に 環 状 シ ー ル 部 ３ ０ を 一 体 に 樹 脂 成 形 し
て い る 。 環 状 シ ー ル 部 ３ ０ は 継 手 本 体 ２ ０ の 入 口 側 シ ー ル 部 ２ ５ に 当 接 す る テ ー パ 面 ３ １
ａ を 内 端 側 に 形 成 し た 膨 出 部 ３ １ と 、 こ の 膨 出 部 ３ １ の テ ー パ 面 ３ １ ａ 側 に 連 続 し て 形 成
さ れ 、 継 手 本 体 ２ ０ の 内 奥 側 シ ー ル 部 ２ ７ Ａ の テ ー パ 面 ２ ７ ａ に 当 接 す る テ ー パ 面 ３ ２ ａ
を 内 端 側 に 形 成 し た 嵌 合 凸 部 ３ ２ と を 有 す る 形 に 形 成 し て い る 。 チ ュ ー ブ 部 材 ２ １ の 他 端
部 ２ １ ｂ は 、 他 の 樹 脂 製 チ ュ ー ブ 部 材 ３ ８ の 端 部 と 突 き 合 せ 融 着 す る 融 着 部 と す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 前 記 構 成 の 融 着 型 の 樹 脂 製 管 継 手 構 造 に お い て 、 チ ュ ー ブ 部 材 ２ １ の 他 端 部 ２ １ ｂ の 融
着 部 に は 他 の 樹 脂 製 チ ュ ー ブ 部 材 ３ ８ の 一 端 部 を 突 き 合 せ 状 に 融 着 Ｗ す る が 、 こ の と き は
、 チ ュ ー ブ 部 材 ２ １ を 継 手 本 体 ２ ０ の 受 口 部 ２ ４ に 挿 通 す る 前 に 、 ま た は 既 に チ ュ ー ブ 部
材 ２ １ が 継 手 本 体 ２ ０ に 仮 挿 通 さ れ て い る 場 合 は ユ ニ オ ン ナ ッ ト ２ ２ を 緩 め て 一 旦 チ ュ ー
ブ 部 材 ２ １ を 継 手 本 体 ２ ０ か ら 抜 き 出 し て か ら 融 着 Ｗ す る 。 そ の 融 着 に は 、 例 え ば 、 赤 外
線 加 熱 に よ る 融 着 機 を 用 い る 。 こ の 場 合 、 チ ュ ー ブ 部 材 ２ １ は 継 手 本 体 ２ ０ と は 分 離 さ れ
て い る の で 、 融 着 時 に 継 手 本 体 ２ ０ が 邪 魔 に な る こ と は な く 、 容 易 に 融 着 作 業 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 か か る 融 着 接 合 は 、 チ ュ ー ブ 部 材 ２ １ の 一 端 部 ２ １ ａ の 内 径 と 他 の 樹 脂 製 チ ュ ー ブ 材 ３
８ の 内 径 と が 同 一 の も の に 限 ら れ ず 、 チ ュ ー ブ 部 材 ２ １ の 一 端 部 ２ １ ａ の 内 径 と は 異 径 の
他 の 樹 脂 製 チ ュ ー ブ 部 材 ３ ８ を 融 着 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 か く し て 、 チ ュ ー ブ 部 材 ２ １ の 一 端 部 ２ １ ａ を 継 手 本 体 ２ ０ の 受 口 部 ２ ４ に 挿 通 し た う
え 、 予 め チ ュ ー ブ 部 材 ２ １ の 外 周 に 遊 嵌 さ せ て あ る ユ ニ オ ン ナ ッ ト ２ ２ の 雌 ね じ ２ ８ を 継
手 本 体 ２ ０ の 雄 ね じ ２ ６ に 螺 合 さ せ て 締 め 付 け る 。 す る と 、 ユ ニ オ ン ナ ッ ト ２ ２ の 内 向 き
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鍔 部 ２ ９ が チ ュ ー ブ 部 材 ２ １ の 膨 出 部 ３ １ の 軸 線 Ｘ に 対 し 垂 直 な 外 端 面 ３ １ ｂ に 当 接 し て
環 状 シ ー ル 部 ３ ０ ご と チ ュ ー ブ 部 材 ２ １ 全 体 を 継 手 本 体 ２ ０ 側 に 強 く 押 圧 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 か か る ユ ニ オ ン ナ ッ ト ２ ２ の 締 め 付 け に よ る 強 い 押 圧 作 用 に よ り 嵌 合 凸 部 ３ ２ の テ ー パ
面 ３ ２ ａ が 継 手 本 体 ２ ０ の 第 １ の 内 奥 側 シ ー ル 部 ２ ７ Ａ の テ ー パ 面 ２ ７ ａ に 、 ま た 膨 出 部
３ １ の テ ー パ 面 ３ １ ａ が 継 手 本 体 ２ ０ の 入 口 側 シ ー ル 部 ２ ５ に そ れ ぞ れ 強 い 面 圧 で 密 着 し
て 気 密 状 に シ ー ル さ れ 、 さ ら に 嵌 合 凸 部 ３ ２ の テ ー パ 面 ３ ２ ａ が 第 １ の 内 奥 側 シ ー ル 部 ２
７ Ａ の テ ー パ 面 ２ ７ ａ に 押 し 付 け ら れ る こ と に よ り 該 内 奥 側 シ ー ル 部 ２ ７ Ａ が 縮 径 変 形 を
加 え ら れ る 。 し た が っ て 、 フ ィ ル タ ２ の 二 次 側 出 口 部 ４ か ら チ ュ ー ブ 部 材 ２ １ へ 流 出 す る
流 体 が 継 手 本 体 ２ ０ の 貫 通 路 ２ ３ と チ ュ ー ブ 部 材 ２ １ の 外 周 と の 間 か ら 外 部 へ 漏 れ る の を
確 実 に 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の よ う に フ ィ ル タ ２ の 二 次 側 出 口 部 ４ と チ ュ ー ブ 部 材 ２ １ と を シ ー ル 状 態 に 連 結 す る
融 着 型 の 樹 脂 製 管 継 手 構 造 に よ れ ば 、 ユ ニ オ ン ナ ッ ト ２ ２ の 締 め 付 け に よ り 継 手 本 体 ２ ０
の 入 口 側 シ ー ル 部 ２ ５ 及 び 内 奥 側 シ ー ル 部 ２ ７ に 密 着 状 に 当 接 す る 環 状 シ ー ル 部 ３ ０ は チ
ュ ー ブ 部 材 ２ １ の 外 周 に 一 体 成 形 さ れ て い て 該 チ ュ ー ブ 部 材 ２ １ と の 間 に 隙 間 を 形 成 す る
よ う な こ と が な い の で 、 前 述 し た 従 来 の 樹 脂 製 管 継 手 構 造 の ご と き 流 体 溜 ま り 問 題 を 解 消
す る こ と が で き て 流 体 の 高 純 度 化 に 寄 与 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 そ の よ う に チ ュ ー ブ 部 材 ２ １ に 一 体 成 形 さ れ ユ ニ オ ン ナ ッ ト ２ ２ の 内 向 き 鍔 部 ２
９ に よ り 押 圧 さ れ て い る 環 状 シ ー ル 部 ３ ０ は 、 異 常 な 流 体 の 圧 力 や 内 圧 以 外 の 機 械 的 な 異
常 な 引 抜 き 力 が チ ュ ー ブ 部 材 ２ １ に 加 わ っ た 場 合 に お い て も そ の 引 抜 き 力 に 十 分 に 対 抗 す
る こ と が で き 、 チ ュ ー ブ 部 材 ２ １ の 引 抜 き 抵 抗 を 上 げ る こ と が で き 、 常 温 流 体 の 時 は 勿 論
の こ と 、 高 温 、 高 圧 流 体 の 使 用 条 件 で も 使 用 で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 前 記 チ ュ ー ブ 部 材 ２ １ の 環 状 シ ー ル 部 ３ ０ に お い て 、 図 １ に 示 す よ う に 、 膨 出 部 ３ １ の
外 端 面 ３ １ ｂ は 軸 線 Ｘ に 対 し 垂 直 に 形 成 し て あ る と 、 ユ ニ オ ン ナ ッ ト ２ ２ の 内 向 き 鍔 部 ２
９ の 内 面 と 面 接 触 さ せ る こ と が で き る た め 、 ユ ニ オ ン ナ ッ ト ２ ２ の 締 め 付 け に 伴 い 内 向 き
鍔 部 ２ ９ に よ り 膨 出 部 ３ １ を 安 定 確 実 に 押 圧 さ せ る こ と が で き る と と も に 、 そ の 押 圧 状 態
を 堅 持 で き て 有 利 で あ る 。 し か し 、 チ ュ ー ブ 部 材 ２ １ が 膨 出 部 ３ １ の 垂 直 な 外 端 面 ３ １ ｂ
と 、 こ の 外 端 面 ３ １ ｂ か ら 軸 方 向 外 方 へ 延 び る 他 端 部 ２ １ ｂ の 外 面 と が 交 わ る 入 り 隅 部 を
屈 曲 点 と し て 折 れ 曲 が り や す く な り 、 こ の 折 れ 曲 が り に よ り 膨 出 部 ３ １ の 外 端 面 ３ １ ｂ が
ユ ニ オ ン ナ ッ ト ２ ２ の 内 向 き 鍔 部 ２ ９ の 内 面 か ら 離 れ や す く な る と い う デ メ リ ッ ト が あ る
。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 そ こ で 、 膨 出 部 ３ １ の 垂 直 な 外 端 面 ３ １ ｂ と 他 端 部 ２ １ ｂ の 外 面 と が 交 わ る 入 り 隅 部 に
は 他 端 部 ２ １ ｂ の 外 径 よ り 大 き く 、 膨 出 部 ３ １ の 外 径 よ り 小 さ い 外 径 の 厚 肉 部 ３ ３ を 付 け
て お く こ と が 好 ま し い 。 こ の よ う に 厚 肉 部 ３ ３ を 付 け て お く と 、 チ ュ ー ブ 部 材 ２ １ が 前 記
入 り 隅 部 を 屈 曲 点 と し て 折 れ 曲 が る の を で き る 限 り 抑 え る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 チ
ュ ー ブ 部 材 ２ １ の 折 れ 曲 が り に よ り 膨 出 部 ３ １ の 外 端 面 ３ １ ｂ が ユ ニ オ ン ナ ッ ト ２ ２ の 内
向 き 鍔 部 ２ ９ の 内 面 か ら 離 れ る よ う な 不 具 合 が な く な り 、 常 時 ユ ニ オ ン ナ ッ ト ２ ２ の 内 向
き 鍔 部 ２ ９ を 膨 出 部 ３ １ の 外 端 面 ３ １ ｂ に 対 し 押 圧 接 当 さ せ た 状 態 を 確 実 に 維 持 で き る こ
と に な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 ユ ニ オ ン ナ ッ ト ２ ２ の 内 向 き 鍔 部 ２ ９ と 膨 出 部 ３ １ の 垂 直 な 外 端 面 ３ １ ｂ と の 当
接 係 合 状 態 を よ り 確 実 に 保 持 す る た め に は 、 ユ ニ オ ン ナ ッ ト ２ ２ の 内 向 き 鍔 部 ２ ９ の 内 面
と 膨 出 部 ３ １ の 外 端 面 ３ １ ｂ の 間 に お い て 、 膨 出 部 ３ １ の 外 端 面 ３ １ ｂ に 凸 部 ３ ４ を 設 け
る 一 方 、 内 向 き 鍔 部 ２ ９ の 内 面 に 該 凸 部 ３ ４ が 係 合 す る 凹 部 ３ ５ を 設 け て お く こ と が 好 ま
し い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
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〔 実 施 例 ２ 〕
（ チ ュ ー ブ 部 材 の 嵌 合 凸 部 と 継 手 本 体 の 内 奥 側 シ ー ル 部 の 変 形 例 ）
　 チ ュ ー ブ 部 材 ２ １ の 嵌 合 凸 部 ３ ２ と 継 手 本 体 ２ ０ の 内 奥 側 シ ー ル 部 ２ ７ と は 前 記 実 施 形
態 以 外 に 、 図 ２ に 示 す よ う な 実 施 形 態 を 採 用 す る こ と も で き る 。 す な わ ち 、 図 ２ に 示 す よ
う に 、 継 手 本 体 ２ ０ の 内 奥 側 シ ー ル 部 ２ ７ に お い て 、 継 手 本 体 ２ ０ の 受 口 部 ２ ４ の 内 奥 に
受 口 部 方 向 に 向 け て 漸 次 拡 径 し た テ ー パ 状 に 形 成 さ れ た 第 １ の 内 奥 側 シ ー ル 部 ３ ６ Ａ と 、
軸 線 Ｘ と 平 行 な 環 状 溝 よ り な る 第 ３ の 内 奥 側 シ ー ル 部 ３ ６ Ｃ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 一 方 、 チ ュ ー ブ 部 材 ２ １ の 嵌 合 凸 部 ３ ２ に お い て 、 チ ュ ー ブ 部 材 ２ １ の 膨 出 部 ３ １ の テ
ー パ 面 ３ １ ａ 側 に 、 第 １ の 内 奥 側 シ ー ル 部 ３ ６ Ａ に 当 接 す る テ ー パ 面 を も つ 第 １ の 嵌 合 凸
部 ３ ２ Ａ と 、 こ の 嵌 合 凸 部 ３ ２ Ａ よ り 径 方 向 外 方 で 且 つ 軸 線 方 向 内 方 へ 向 か っ て 平 行 に 突
出 さ れ 、 第 ３ の 内 奥 側 シ ー ル 部 ３ ６ Ｃ に 圧 入 す る こ と で 径 方 向 の 面 圧 を 発 生 さ せ る 円 筒 形
状 の 第 ２ の 嵌 合 凸 部 ３ ２ Ｂ と が 形 成 さ れ る 。 ま た 、 チ ュ ー ブ 部 材 ２ １ の 一 端 部 ２ １ ａ の 内
周 面 と 継 手 本 体 ２ ０ の 管 通 路 ２ ３ の 内 周 面 と が 面 一 と な る よ う に 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 そ の ほ か に 、 第 ３ の 内 奥 側 シ ー ル 部 ３ ６ Ｃ に 対 し 第 ２ の 嵌 合 凸 部 ３ ２ Ｂ の 外 周 面 の み を
密 着 さ せ て シ ー ル 部 を 構 成 す る も の で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
（ チ ュ ー ブ 部 材 の 成 形 加 工 例 ）
　 環 状 シ ー ル 部 を 左 右 対 称 に 持 つ １ 対 の チ ュ ー ブ 部 材 を 成 形 し 、 成 形 後 、 そ の チ ュ ー ブ 部
材 の 中 央 部 を 切 断 す る こ と に よ り ２ つ の 所 要 形 状 の チ ュ ー ブ 部 材 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
（ チ ュ ー ブ 部 材 と 環 状 シ ー ル 部 の 一 体 加 工 手 段 の 変 形 例 ）
　 チ ュ ー ブ 部 材 ２ １ の 一 端 部 ２ １ ａ の 外 周 に 環 状 シ ー ル 部 ３ ０ を 一 体 加 工 す る 手 段 と し て
は 、 チ ュ ー ブ 部 材 ２ １ と 環 状 シ ー ル 部 ３ ０ と を 一 体 に 樹 脂 成 形 す る に 代 え て 、 切 削 加 工 に
よ り チ ュ ー ブ 部 材 ２ １ の 一 端 部 ２ １ ａ の 外 周 に 環 状 シ ー ル 部 ３ ０ を 一 体 加 工 す る こ と 、 あ
る い は 環 状 シ ー ル 部 ３ ０ を チ ュ ー ブ 部 材 ２ １ と は 別 体 に 成 形 し 、 こ の 環 状 シ ー ル 部 ３ ０ を
チ ュ ー ブ 部 材 ２ １ の 外 周 に 溶 接 す る こ と は 任 意 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
（ 継 手 本 体 の 変 形 例 ）
　 本 発 明 の 樹 脂 製 管 継 手 構 造 の 継 手 本 体 ２ ０ と し て は 、 各 図 示 例 の よ う に 貫 通 路 ２ ３ を 軸
線 Ｘ 方 向 に 形 成 す る ソ ケ ッ ト 形 状 の も の に 限 ら れ ず 、 そ の ほ か に 貫 通 路 を 直 交 状 に 形 成 す
る Ｔ 形 状 、 エ ル ボ 形 状 、 あ る い は 貫 通 路 を 交 差 状 に 形 成 す る 十 字 形 状 の も の に も 適 用 で き
、 ま た フ ィ ル タ ２ 以 外 の 、 例 え ば 、 流 量 計 、 圧 力 計 等 の 流 体 制 御 機 器 な ど に 一 体 に 突 出 形
成 さ れ る 樹 脂 製 管 継 手 、 ま た は そ れ ら 流 体 制 御 機 器 等 と 別 体 の 樹 脂 製 管 継 手 に も 同 様 に 適
用 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 の 樹 脂 製 管 継 手 構 造 の 半 欠 截 断 面 図 （ 実 施 例 １ ）
【 図 ２ 】 チ ュ ー ブ 部 材 の 嵌 合 凸 部 と 継 手 本 体 の 内 奥 側 シ ー ル 部 の 変 形 例 を 図 １ に 相 応 し て
示 す 半 欠 截 断 面 図 （ 実 施 例 ２ ）
【 図 ３ 】 従 来 例 の 樹 脂 製 管 継 手 構 造 の 断 面 図
【 図 ４ 】 他 の 従 来 例 の 樹 脂 製 管 継 手 構 造 の 断 面 図
【 図 ５ 】 更 に 他 の 従 来 例 の 樹 脂 製 管 継 手 構 造 の 断 面 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ２ ０ 　 　 　 　 継 手 本 体
　 ２ １ 　 　 　 　 チ ュ ー ブ 部 材
　 ２ １ ａ 　 　 　 チ ュ ー ブ 部 材 の 一 端 部
　 ２ １ ｂ 　 　 　 チ ュ ー ブ 部 材 の 他 端 部
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　 ２ ２ 　 　 　 　 ユ ニ オ ン ナ ッ ト
　 ２ ３ 　 　 　 　 貫 通 路
　 ２ ４ 　 　 　 　 受 口 部
　 ２ ５ 　 　 　 　 入 口 側 シ ー ル 部
　 ２ ６ 　 　 　 　 雄 ね じ
　 ２ ７ 　 　 　 　 内 奥 側 シ ー ル 部
　 ２ ８ 　 　 　 　 雌 ね じ
　 ２ ９ 　 　 　 　 内 向 き 鍔 部
　 ３ ０ 　 　 　 　 環 状 シ ー ル 部
　 ３ １ 　 　 　 　 膨 出 部
　 ３ ２ 　 　 　 　 嵌 合 凸 部
　 ３ ３ 　 　 　 　 厚 肉 部
　 ３ ８ 　 　 　 　 他 の 樹 脂 製 チ ュ ー ブ 部 材
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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